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論文内容の要 1:::::. 
田

本論文は各種の溶接構造用鋼ならびにその溶接部における脆性破壊発生条件を，破壊応力曲線の概

念にもとづいて検討したものであって，本文 7 章および付録 l と 2 からなっている。

著者はまず第 l 章の緒言において，鋼の破壊応力曲線に関する実験的研究の歴史を概観し，従来こ

の分野での研究の進展が頓ざしていた理由は，実験に主用される円周切欠試験片の破壊現象の解釈に

誤りのあったためであること，および最近に至りその点が解明されて破壊応力曲線を実験的に求める

手法が確立されたことを述べ，この子法の適用により各種構造用鋼とその溶接部の破壊応力曲線を求

め，脆性破壊発生の応力条件を基礎的に検討すべき機運が到達したことを指摘して，著者の研究の目

的と意義を明らかにしている D

第 2 享は各種の溶接構造用鋼に対し，それらの fìbrous 破壊応力曲線と cleavage 破壊応力曲線を実

験的に求めた結果を記したものである。供試鋼には引張り強さが 40 kg/mm2 級ないし 80 kg/mm2 級

の 5 種の高張力鋼と ， 2 種の低温用鋼とを用いた。また破壊応力曲線の測定は，室温予ひずみと円周

切欠引張試験片を併用する方法によった口本章の実験によりこれら構造用鋼の破壊応力曲線の性質に

ついて， fibrous および cleavage 破壊応力曲線の形状は相似なこと，両破壊応力曲線は鋼種のいかん

を問わずほぼ類似の形状であること， fìbrous 破壊応力曲線の高さは鋼材の引張り強さに大体比例す

ることなどが知られるとともに， cleavage 破壊応力曲線の高さも引張り強さに比例する傾向がある

が，さらに焼入れ焼戻し処理がその高さを明らかに上昇させるなど，これは切欠靭性と関係を持つこ

とが予知されると述べている。

第 3 章においては，溶接部の溶着鋼ω破壊応力曲線が求められている。代表的な 3 種の手溶接棒の

全溶着鋼，および 2 極のサフやマージアーク溶接溶着鋼について破壊応力曲線を測定した結果，溶着鋼

の破壊応力曲線は圧延鋼材のそれと全く同じ性質を持つものであり，したがって破壊応力曲線の概念
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にもとづいて切欠靭性を応力論的に検討するに際し，溶着鋼と圧延鋼材を同様にとり扱って差支えな

いことが示されている。

第 4 章は溶接にともなう熱ひずみサイクノレが，構造用鋼および溶着鋼の靭性に及ぼす影響を，実験

的に検討したものである。先に第 2 章と第 3 章で用いた各種の構造用鋼と溶着鋼に，さらに 2 種の高

張力鋼を加えて実験を行なった。すなわちこれらの供試鋼材と溶着鋼とに対して，室温ないし 6000C

の範囲の高温で引張り予ひずみを与えてから，丸棒引張り試験片の残留延性試験と V シヤノレピー試験

片の切欠靭性試験とを行ない，また高温予ひずみ処理材の一部について，破壊応力曲線試験をも行な

った。その結果 200 ないし 3000C での高温予ひずみ処理による残留延性および切欠靭性の低下の程度

は，軟鋼に比べて高張力鋼および低温用鋼の方が一般に少ないこと，溶着鋼ではこの脆化の度合が軟

鋼よりかなり大きいこともあり，一般に母材より危険側にあること，また高温予ひずみ処理によるか

かる脆化は，自brous 破壊応力曲線の低ひずみ側部分の上昇により説明できることが示されている。

第 5 章では fibrous および cleavage 両破壊応力曲線の，温度および多軸応力度依存性が実験的に

検討されている。これらの 2 因子に対する両曲線の依存性にはいちじるしい差のあることが認められ

るとともに，八面体勇断応力と八面体勇断ひずみとにより表示すると，多軸応力度のいかんにかかわ

らず，五brous 破壊応力曲線は一義的に図示できることを見出したと述べている。

第 6 章において著者は，各種の供試鋼と溶着鋼について求められた破壊応力曲線と， それらの V

シャ lレピー試験における遷移温度との相関を検討し， その結果五brous および cleavage 両破壊応力

曲線の高さとシャノレピー試験の遷移温度との聞には，両破壊応力曲線の高さを変数とする簡単な関数

形のパラメーターを通じて，密接な関連の存在することが見出された。またこのパラメーターの物理

的意義は， fibrous 型破壊から cleavage 型破壊に移るまでの余裕量と，温度低下に伴う fibrous 破壊

応力曲線の上昇により説明されることを示すとともに，石橋教授の脆性破壊理論からも間接的に誘導

されるものであることを指摘したものである。

第 7 章の総括は以上の結果の概要をとりまとめたものである。

なお付録 1 においては各種形状の円周切欠引張り試験片における塑性応力とひずみ分布の計算結果

が示され，また付録 2 では丸棒の摂り破壊と五brous 破壊応力曲線の関係が述べられている口

論文の審査結果の要旨

構造用鋼ならびにその溶接部の脆性破壊発生機構を検討するにあたって，それらの破壊応力曲線を

求める乙とはもっとも有力な研究手段の I つであると考えられるにもかかわらず，信頼するに足る測

定結果はほとんど報告されていなかった。著者はこの分野における最近の研究成果をただちにとり入

れて代表的な各和溶接構造用鋼と裕着鋼に対して，多くの破壊応力曲線を系統的にはじめて測定し，

それらの性質を明らかにした。また溶接に伴う熱ひずみサイクノレが，破壊応力曲線に及ぼす影響をも

実験により求めた。同時に破壊応力曲線の温度および多軸応力度依存性を，実験的に検討した白そし

てこれらの結果にもとづいて， V シャ lレピー試験の遷移温度と破壊応力曲線との聞には，破壊応力曲
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線の高さを変数とする簡単な関数形のパラメーターを通じて密接な関連性の存在する乙とを証明する

とともに，このパラメーターの物理的意義をも明らかにした。以上の成果は溶接鋼構造における脆性

破壊発生の機構を知るためにきわめて貴重な知見であって，工学上ならびに工業上貢献するところが

大きい D よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める口
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